
『
後
拾
遺
集
』
撰
進
の
応
徳
三
（
一
〇
八
六
）
年
か
ら
八
年
目
、
寛
治
八
（
一

〇
九
四
）
年
八
月
十
五
日
に
鳥
羽
院
で
挙
行
さ
れ
た
歌
会
の
序
文
を
注
釈
す
る
。

こ
の
歌
会
は
、『
中
右
記
』
に
詳
細
な
記
録
が
残
り
、
歌
会
の
序
も
現
存
す
る
。

ま
た
詠
じ
ら
れ
た
和
歌
が
諸
書
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
り
、
そ

の
歌
会
の
実
態
を
う
か
が
う
上
で
は
、
非
常
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
本

注
釈
で
は
、
こ
の
歌
会
に
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
り
、
和
歌
史
上
に
お
い
て
い
か

な
る
位
置
を
占
め
る
の
か
等
々
の
問
題
を
考
え
る
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て
、
読

解
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
底
本
は
、『
扶
桑
古
文
集
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影

印
叢
書
２
、『
平
安
鎌
倉
記
録
典
籍
集
』
八
木
書
店
、
所
収
）
に
よ
る
。「
史
料
紹

介

本
所
所
蔵
「
扶
桑
古
文
集
」」（「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
」
第
二
号
、
一

九
六
八
年
）
を
参
照
し
た
。
先
ず
全
文
を
掲
出
し
て
句
読
点
を
付
し
、
対
偶
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
該
当
部
分
を
二
行
書
き
に
し
、
そ
の
頭
に
括
弧
を
付
け
た
。

本
文
の
あ
と
に
【
校
異
】
を
示
す
。
校
合
に
用
い
た
本
は
、『
王
沢
不
渇
抄
』（
王

沢
）、
国
史
大
系
『
本
朝
文
集
』
巻
五
十
（
文
集
）。
⑴
⑵
⑶
の
段
落
に
分
け
て
、

段
落
ご
と
に
訓
み
を
示
し
、
語
釈
を
施
し
、
現
代
語
訳
を
付
し
た
。
付
説
と
し

て
、『
中
右
記
』
の
記
事
に
よ
っ
て
歌
会
の
模
様
を
述
べ
、
こ
の
時
の
詠
と
思
わ

れ
る
和
歌
を
載
せ
、
最
後
に
『
中
右
記
』
の
当
該
箇
所
の
本
文
を
引
き
、
訓
読
文

を
示
し
た
。
な
お
こ
の
序
の
注
に
、
佐
藤
道
生
「『
扶
桑
古
文
集
』
訳
注
（
抜

萃
）」（
池
田
利
夫
編
『
野
鶴
群
芳
』
笠
間
書
院
・
二
〇
〇
二
年
、
所
収
）
が
あ

る
。
あ
わ
せ
て
見
ら
れ
た
い
。

１

２

３

八
月
十
五
夜
、
於
鳥
羽
院
、
詠
翫
池
上
月
和
歌

４大
納
言
経
信

注
釈

「
八
月
十
五
夜
、
於
鳥
羽
院
、
詠
翫
池
上
月
和
歌
」
序

注
釈

A
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W
akareading

atTobain,C
elebrating

the
FullM

oon
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the
Pond,Fifteenth

N
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M
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山
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正

キ
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ワ
ー
ド

鳥
羽
院
、
和
歌
会
序
、
源
経
信
、
翫
池
上
月
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５

⑴
城
南
有
一
勝
境
。
蓋
太
上
皇
幽
棲
之
深
宮
也
。
�

�

�
地
形
幽
奇
、

風
景
蕭
索
。�

�

�
６
当
玄
覧
蒙
徴

抽
丹
心
恣
詠

７

辟
之
者
、
皆
是
月
卿
雲
客
之
旧
僕
、

吟
之
者
、
莫
不
詩
情
歌
思
之
新
才
。

⑵
于
時
��
池
上
有
月
、

月
前
望
水
。�

�

�
水
因
月
増
映
、

月
因
水
添
光
。
是
以
�

�

�
或
調
糸
竹
賞
翫
、

或
尋
筆
硯
嗟
歎
。
況
復
�

�

�
清
光

素
影

８

９

之
臨
碧
沼
而
皎
々
、

鸞
蕩
颺
之
翅
負
氷
、

之
透
翠

而
沈
々
、
窈
窕
錦
繡
之
袖
翻
雪
。

⑶
遊
宴
之
美
、
不
能
地
忍
。
請
以
翫
池
上
月
、
各
為
和
歌
題
目
、
其
詞
云
、

（『
扶
桑
古
文
集
』）

【
校
異
】

１
夜
│
□
（
底
本
）。
他
本
に
よ
っ
て
補
う
。

２
於
鳥
羽
院
│
侍
太
上
皇
鳥
羽

院
（
他
本
）
３
詠
翫
池
上
月
和
歌
│
同
詠
翫
池
上
月
応
製
和
歌
一
首
〈

序
正

二
位
行
大
納
言
兼
太
宰
帥
官
源
朝
臣
経
信
上
〉（
王
沢
）・
同
詠
翫
池
上
月
応
制
和

歌
序
（
文
集
）
４
│
大
納
言
経
信
│
ナ
シ
（
他
本
）
５
也
│
ナ
シ
（
他
本
）

６
玄
覧
│
玄
□
（
底
本
）。
他
本
に
よ
っ
て
補
う
。

７
旧
僕
│
□
僕
（
底
本
）・

旧
友
（
他
本
）。「
旧
」
は
他
本
に
よ
っ
て
補
う
。

８
皎
々
│
皓
々
（
他
本
）

９

鸞
│

□
（
底
本
）・
鴛
鴦
（
他
本
）。
意
に
よ
っ
て
改
め
る
。

沈
々
│

□
々
（
底
本
）。
他
本
に
よ
っ
て
補
う
。

請
│
ナ
シ
（
他
本
）

八
月
十
五
夜
、
鳥
羽
院
に
し
て
、
池
上
の
月
を
翫
ぶ
と
詠
む
和
歌

大
納
言
経
信

八
月
十
五
夜
│
仲
秋
八
月
十
五
日
の
夜
。
こ
こ
で
は
寛
治
八
年
の
そ
れ
。
盛
唐
の

杜
甫
に
「
八
月
十
五
夜
月
二
首
」
が
あ
り
、
十
五
夜
に
つ
い
て
の
詩
は
、
杜
甫

に
始
ま
る
と
い
う
が
（
吉
川
幸
次
郎
「
杜
甫
と
月
」
全
集
第
十
二
巻
・
筑
摩
書

房
、
一
九
六
八
年
）、
杜
甫
に
は
こ
の
夜
の
月
を
特
別
な
も
の
と
見
る
意
識
は

な
い
ら
し
い
。
十
五
夜
の
月
を
特
別
に
賞
翫
し
始
め
る
の
は
、
中
唐
の
白
居
易

ら
か
ら
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
華
陽
観
中
、
八
月
十
五
日
夜
、
招
レ

友
翫
レ

月
」（『
白
氏
文
集
』
巻
十
三
・0627

）
な
ど
が
そ
の
例
。
日
本
で
は
、
白
詩
摂

取
と
と
も
に
仲
秋
の
名
月
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
観
月
の
詩
宴
の
風
習

が
、
菅
家
に
お
い
て
創
始
さ
れ
た
（
後
に
道
真
は
「
菅
家
故
事
世
人
知
」〈『
菅

家
文
草
』
巻
四
・
２９８
「
八
月
十
五
日
夜
、
思
レ

旧
有
レ

感
」〉
と
自
負
す
る
）。

「
翫
」
の
項
に
あ
げ
た
紀
長
谷
雄
の
用
例
は
、
菅
家
の
望
月
亭
で
の
作
。
そ
の

後
、
元
慶
四
（
八
八
〇
）
年
八
月
に
道
真
の
父
是
善
が
薨
去
し
て
、
菅
家
で
は

廃
さ
れ
た
が
、
寛
平
九
（
八
九
七
）
年
に
醍
醐
天
皇
が
催
し
て
か
ら
、
宮
廷
で

も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
（
北
山
円
正
「
菅
原
氏
と
年
中
行
事
│
寒
食
・
八
月
十

五
夜
・
九
月
尽
」『
平
安
朝
の
歳
時
と
文
学
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
八
年
）。
和

歌
で
は
、『
公
忠
集
』
に
「
延
喜
五
年
八
月
十
五
夜
」
の
詞
書
を
持
つ
詠
（
９
）

が
早
い
例
。『
貫
之
集
』
に
は
八
月
十
五
夜
の
屛
風
歌
が
見
え
る
（
２３２
・
４０５
・

４８８
）。
勅
撰
入
集
は
、『
後
撰
集
』（
巻
六
・
秋
中
、
３２５
・
３２６
・
３３６
）
か
ら
。『
拾

遺
集
』（
巻
三
・
秋
）
に
「
屛
風
に
八
月
十
五
夜
池
あ
る
家
に
人
あ
そ
び
し
た

る
所
」
の
詞
書
（
す
な
わ
ち
屛
風
歌
）
で
、
源
順
の
「
水
の
面
に
照
る
月
な
み

を
か
ぞ
ふ
れ
ば
今
宵
ぞ
秋
の
最
中
な
り
け
る
」（
１７１
）
が
入
集
。
同
じ
く
「
水

に
月
の
や
ど
り
て
侍
り
け
る
を
」
と
あ
る
、「
秋
の
月
な
み
の
底
に
ぞ
出
で
に

け
る
待
つ
ら
ん
山
の
か
ひ
や
な
か
ら
ん
」（
能
宣
１７２
「
水
に
月
の
や
ど
り
て
侍

り
け
る
を
」）
も
八
月
十
五
夜
の
詠
か
。

鳥
羽
院
│
白
河
院
（
一
〇
五
三
〜
一
一
二
九
）
が
造
営
し
た
離
宮
。
鳥
羽
殿
と
も

言
う
。
応
徳
三
年
に
退
位
後
の
後
院
と
さ
れ
た
。
平
安
京
九
条
大
路
か
ら
南
へ

二
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約
３
㎞
離
れ
、
現
在
の
京
都
市
伏
見
区
竹
田
・
中
島
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
。
当

時
は
鴨
河
・
桂
川
の
合
流
点
で
あ
り
、
ま
た
朱
雀
大
路
を
延
長
し
た
鳥
羽
の
作

り
路
が
達
し
て
お
り
、
ま
さ
に
「
平
安
京
の
全
体
を
背
後
に
ひ
か
え
た
池
水
の

広
が
り
そ
の
も
の
」（
千
本
英
史
「
水
閣
の
眺
望
│
鳥
羽
離
宮
を
め
ぐ
っ
て
│
」

論
集
平
安
文
学
１
『
文
学
空
間
と
し
て
の
平
安
京
』
勉
誠
社
、
一
九
九
四
年
）

と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
雄
大
な
景
観
で
あ
っ
た
。『
扶
桑
略
記
』
応
徳
三
年
十

月
二
十
日
条
に
「
公
家
近
来
九
条
以
南
鳥
羽
山
荘
、
新
建
二

後
院
一。
凡
卜
二

百
余

町
一

焉
。
近
習
卿
相
侍
臣
地
下
雑
人
等
、
各
賜
二

家
地
一、
営
二

造
舎
屋
一、
宛
如
二

都

遷
一。
讃
岐
守
高
階
泰
仲
依
レ

作
二

御
所
一、
已
蒙
二

重
任
宣
旨
一。
備
前
守
藤
原
季
綱

同
以
重
任
。
献
二

山
荘
一

賞
也
。
五
幾
七
道
六
十
余
州
、
皆
共
課
役
。
堀
レ

池
築
レ

山
、
自
二

去
七
月
一、
至
二

于
今
月
一、
其
功
未
レ

了
。
洛
陽
営
々
無
レ

過
二

於
此
一

矣
。

池
広
南
北
八
町
、
東
西
六
町
、
水
深
八
尺
有
余
。
殆
近
二

九
重
之
淵
一。
或
模
二

於

蒼
海
一

作
レ

嶋
。
或
写
二

於
蓬
山
一

畳
レ

巌
。
泛
レ

船
飛
レ

帆
、
煙
浪
渺
々
。
飄
レ

棹
下
レ

碇
、
池
水
湛
々
。
風
流
之
美
不
レ

可
二

勝
計
一

」
と
あ
る
。
遊
宴
の
場
は
、『
中
右

記
』
に
「
引
二

公
卿
一

令
三

参
二

御
先
鳥
羽
殿
南
御
所
寝
殿
東
面
一

」
と
あ
る
の
で
、

鳥
羽
院
の
南
殿
。

翫
│
愛
で
る
、
賞
翫
す
る
。

�

秋
月
高
懸
空
碧
外
、
仙
郎
静
翫
禁

間
（『
白
氏
文
集
』
巻
十
四
・0737

、

�

�

「
八
月
十
五
日
夜
、
聞
二

崔
大
員
外
翰
林
独
直
、
対
レ

酒
翫
一レ

月
、
因
懐
二

禁
中

清
景
一、
偶
題
二

是
詩
一

」）

�

�

古
之
翫
レ

月
、
多
在
二

斯
宵
一

（『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・
２０８
、
紀
長
谷
雄
「
八
月

十
五
夜
、
陪
二

菅
師
匠
望
月
亭
一、
同
賦
三

桂
生
二

三
五
夕
一

」
序
）

�

�

夫
天
下
之
翫
レ

月
者
、
今
宵
為
レ

最
、
洛
外
之
択
レ

地
者
、
斯
処
為
レ

先
（『
本

�

�

朝
続
文
粋
』
巻
八
、
藤
原
実
範
「
八
月
十
五
夜
、
於
二

遍
照
寺
一

翫
レ

月
詩
」

序
）

は
、
八
月
十
五
夜
に
お
け
る
例
。

池
上
月
│
水
面
に
映
る
月
影
。
池
に
映
る
十
五
夜
の
月
を
詠
じ
る
詩
序
の
例
に

は
、対

二

絳
霄
之
明
月
一、
倒
二

素
光
一

而
映
レ

波
。
玉
鏡
沈
レ

景
、
与
二

止
水
一

而
可
レ

鑑
、
金
波
凝
レ

色
、
混
二

細
浪
一

而
難
レ

分
（『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・
２０６
、
三
善

清
行
「
八
月
十
五
夜
、
同
賦
二

映
レ

池
秋
月
明
一

」
序
）

懸
二

鸞
鏡
於
波
心
一、
似
二

楊
州
之
鋳
出
一、
浸
二

氷

於
潭
面
一、
如
二

泉
室
之
織
成
一

（
同
・
２０９
、
菅
原
淳
茂
「
八
月
十
五
夜
、
侍
二

亭
子
院
一、
同
賦
三

月
影
満
二

秋

池
一、
応
二

太
上
法
皇
製
一

」
序
）

な
ど
が
あ
る
。
歌
題
の
先
行
例
と
し
て
、『
後
拾
遺
集
』（
巻
十
五
・
雑
一
８３６
）

に
「
池
上
月
を
よ
め
る
」
と
し
て
、
良
暹
法
師
詠
「
月
か
げ
の
か
た
ぶ
く
ま
ま

に
い
け
み
づ
を
に
し
へ
な
が
る
と
お
も
ひ
け
る
か
な
」
が
み
え
る
が
、
詠
歌
事

情
は
不
明
で
十
五
夜
と
は
限
ら
な
い
。
十
五
夜
の
例
は
本
歌
会
の
題
が
早
い

例
。

大
納
言
経
信
│
源
経
信
（
一
〇
一
六
〜
一
〇
九
七
）。『
中
右
記
』
永
長
二
（
一
〇

九
七
）
年
閏
正
月
二
十
七
日
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

入
レ

夜
近
江
前
司
為
家
朝
臣
被
レ

来
。
暫
言
談
次
被
レ

申
云
、
去
六
日
帥
大
納

言
、
於
レ

府
被
レ

薨
了
〈
年
八
十
二
、
一
日
初
使
上
洛
云
々
〉。
正
二
位
行
大

納
言
兼
大
宰
権
帥
源
朝
臣
経
信
者
、
故
民
部
卿
道
方
卿
男
。
後
一
条
院
御
時

以
後
、
為
二

殿
上
人
一。
後
冷
泉
院
御
時
、
加
二

右
中
弁
一、
補
二

蔵
人
頭
一、
初
任
二

参
議
大
弁
一。
上
皇
御
宇
、
昇
二

大
・
中
納
言
一。
当
時
寛
治
八
年
六
月
、
兼
任
二

大
宰
権
帥
一、
去
々
年
赴
任
。
今
年
閏
正
月
六
日
、
於
二

鎮
西
府
一

薨
。
兼
二

倭

シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

漢
之
学
一、
長
二

詩
歌
之
道
一、
加
之
、
管
絃
之
芸
、
法
令
之
事
、
能
極
二

源
底
一。

誠
是
朝
家
之
重
臣
也
。
仍
浴
二

不
次
之
恩
一、
大
納
言
兼
二

権
帥
一

也
。
希
有
之

例
歟
〈
当
時
一
大
納
言
也
〉。
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和
漢
兼
学
、
詩
歌
に
秀
で
、
管
弦
や
法
令
に
も
通
じ
た
マ
ル
チ
な
経
信
を
朝
家

の
重
臣
と
称
え
て
い
る
。
本
序
⑵
段
落
に
「
糸
竹
を
調
べ
て
…
…
」
と
あ
る
よ

う
に
歌
会
の
前
に
管
絃
の
遊
び
（
船
楽
）
が
あ
っ
た
。『
中
右
記
』（
付
説
参

照
）
に
よ
れ
ば
、「
帥
大
納
言
〈
経
信
〉・
備
中
守
政
長
朝
臣
、
御
船
に
候
す
べ

し
て
へ
り
。
御
随
身
を
以
つ
て
相
尋
ね
ら
る
る
間
、
已
に
数
剋
に
及
ぶ
。
両
人

追
ひ
て
参
加
せ
ら
れ
し
後
御
船
を
出
す
」
と
あ
り
、
遅
参
し
た
ら
し
い
が
、
白

河
院
の
船
に
陪
乗
し
て
琵
琶
、
朗
詠
を
勤
め
て
い
る
。

こ
の
序
執
筆
の
時
、
す
で
に
七
十
九
歳
の
高
齢
、
そ
の
晩
年
に
あ
た
る
。
前

年
に
大
宰
権
帥
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
筑
紫
下
向
は
、
翌
年
の
七

月
。
こ
の
鳥
羽
殿
で
の
歌
会
の
四
日
後
、
十
九
日
に
は
藤
原
師
実
主
催
の
高
陽

院
七
番
歌
合
の
判
者
を
務
め
て
い
る
。
当
時
の
経
信
の
歌
人
と
し
て
の
位
置
を

よ
く
示
し
て
い
る
。
高
陽
院
七
番
歌
合
は
、
永
承
五
（
一
〇
五
〇
）
年
に
師
実

の
父
頼
通
が
主
催
し
た
摂
関
家
の
晴
儀
歌
合
を
先
例
と
し
た
催
し
で
あ
り
、
子

の
俊
頼
も
歌
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

経
信
が
、
永
長
二
（
一
〇
九
七
）
年
閏
正
月
六
日
に
任
地
で
没
し
た
時
、
父

に
従
っ
て
い
た
息
子
俊
頼
は
、
上
洛
後
、
堀
河
天
皇
の
歌
壇
で
活
躍
す
る
。
俊

頼
の
時
代
の
始
ま
り
で
あ
る
。

け
だ

⑴
城
南
に
一
勝
境
有
り
。
蓋
し
太
上
皇
幽
棲
の
深
宮
な
り
。
地
形
幽
奇
に
し
て
、

せ
う
さ
く

ち
よ
う
へ
き

か
う
む

風
景
蕭
索
た
り
。
玄
覧
に
当
た
り
て
徴
辟
を
蒙
る
者
、
皆
是
れ
月
卿
雲
客
の

ぬ
き

ほ
し
い
ま
ま

旧
僕
に
し
て
、
丹
心
を
抽
い
で
詠
吟
を
恣
に
す
る
者
、
詩
情
歌
思
の
新
才
な

ら
ざ
る
無
し
。

城
南
│
洛
陽
城
（
ま
た
は
長
安
城
）
つ
ま
り
平
安
京
の
南
・
南
方
。

�

�

延
喜
元
年
秋
、
左
丞
相
命
二

詩
酒
於
城
南
別
第
一、
賀
二

外
史
蔵
大
夫
懸
車
之
齢
一

�

�

也
（『
雑
言
奉
和
』、
紀
長
谷
雄
「
秋
日
陪
二

左
丞
相
城
南
水
石
之
亭
一、
祝
二

蔵

外
史
大
夫
七
旬
之
秋
一、
応
レ

教
」
序
）

�

�

「
早
夏
陪
三

行
二

幸
太
上
皇
城
南
水
閣
一、
同
賦
三

松
樹
臨
二

池
水
一、
応
レ

製
詩
」
序

（『
本
朝
続
文
粋
』
巻
九
、
大
江
匡
房
詩
題
）�

�

天
下
佳
境
、
雍
州
為
レ

最
。
就
レ

州
言
之
、
城
南
為
レ

甲
（
同
巻
九
、
藤
原
敦

宗
「
初
冬
於
二

仙
院
書
閣
一、
同
賦
三

仙
洞
多
二

松
竹
一

詩
」
序
）

後
の
二
例
は
鳥
羽
院
の
こ
と
。

一
勝
境
│
「
勝
境
」
は
、
風
光
明
媚
の
地
、
す
ば
ら
し
い
景
色
の
地
。

△

�

�

�

雍
州
上
腴
、
洛
城
南
面
、
有
二

一
勝
境
一。
蓋
乃
左
相
府
之
別
業
矣
（『
本
朝
文

粋
』
巻
九
・
２７０
、
大
江
以
言
「
暮
秋
陪
二

左
相
府
宇
治
別
業
一

即
事
」
序
）

△

�

�

�

禁
闕
東
南
、
不
レ

経
二

幾
里
一、
有
二

一
勝
境
一、
如
二

三
神
山
一

（『
本
朝
続
文
粋
』

巻
十
、
藤
原
敦
光
「
三
月
三
日
、
侍
二

太
上
皇
宴
一、
同
詠
二

逐
レ

年
花
盛
一、
応
レ

製
和
歌
」
序
）

蓋
…
…
也
│
ま
さ
に
…
…
で
あ
る
。

�

�

天
台
山
者
、
蓋
山
嶽
之
神
秀
者
也
（『
文
選
』
巻
十
一
、
晉
の
孫
綽
「
遊
二

天

台
山
一

賦
」
序
）

�

紫
宮
之
東
、
横
街
之
北
、
不
レ

経
二

幾
程
一、
有
二

一
仙
居
一。
蓋
太
上
皇
遁
世
之

�

別
館
也
（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
・
３０６
、
大
江
朝
綱
「
暮
春
同
賦
三

落
花
乱
二

舞

衣
一、
各
分
二

一
字
一、
応
二

太
上
皇
製
一

」
序
）

冒
頭
の
文
型
│
「
地
域
・
地
名
、
有
二

…
名
所
・
景
勝
地
…
一、
某
宮
・
某
邸
宅
・

別
業
」
と
い
っ
た
形
で
、
こ
れ
か
ら
繰
り
広
げ
ら
れ
る
詩
会
・
歌
会
の
場
所
を

提
示
し
て
い
る
。

洛
城
南
極
、
有
二

一
名
区
一。
刑
部
尚
書
之
客
亭
也
（『
詩
序
集
』
下
・
１２
、
大

江
家
国
「
暮
秋
於
二

刑
部
尚
書
陶
化
坊
亭
一、
同
賦
三

鶴
是
作
二

仙
禽
一、
応
二

員
外

端
教
一

詩
」
序
）

四
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「
城
南
」「
一
勝
境
」
で
挙
げ
た
例
も
参
照
。

太
上
皇
│
太
上
天
皇
。
白
河
院
（
一
〇
五
三
〜
一
一
二
九
）
の
こ
と
。
歌
会
の
主

催
者
。

幽
棲
│
世
俗
の
煩
わ
し
さ
を
離
れ
て
ひ
っ
そ
り
暮
ら
す
、
閑
居
す
る
。

�

�

況
復
南
山
曲
、
何
異
二

幽
棲
時
一

（『
文
選
』
巻
二
十
六
、
斉
の
謝
朓
「
在
レ

郡

臥
レ

病
、
呈
二

沈
尚
書
一

」。
李
善
注
「
謝
霊
雲
南
山
詩
曰
、
凝
レ

此
永
幽
棲
」）

�

�

近
自
二

黌
舎
味
一レ

道
、
遠
至
二

幽
栖
晦
一レ

迹
（『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・
２０２
、
源
順

「
沙
門
敬
公
集
序
」）

�

�
幽
棲
風
暗
、
青
渓
之
雲
埋
レ

跡
、
素
意
水
清
、
北
海
之
波
伝
レ

声
（『
本
朝
続

文
粋
』
巻
四
、
藤
原
正
家
「
京
極
前
太
相
国
辞
二

摂
政
一

第
三
表
」）

深
宮
│
世
俗
か
ら
隔
た
っ
た
奥
深
い
地
に
あ
る
宮
殿
。
木
々
や
池
水
に
囲
ま
れ

た
、
幽
邃
な
雰
囲
気
の
漂
う
鳥
羽
院
を
「
深
宮
」
と
捉
え
た
。

�

�

洛
城
以
東
、
有
二

一
勝
地
一。
都
督
大
王
之
深
宮
也
（『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・

２２１
、
源
順
「
後
三
月
陪
二

都
督
大
王
華
亭
一、
同
賦
二

今
年
又
有
一レ

春
、
各
分
二

一
字
一、
応
レ

教
」
序
）

�

�

竹
苑
旧
儀
煙
未
レ

変
〈
此
寺
元
為
二

延
喜
中
書
大
王
深
宮
一。
故
云
〉（『
本
朝
無

題
詩
』
巻
九
・
５８２
、
藤
原
明
衡
「
初
冬
遊
二

世
尊
寺
一

」）

元
来
は
、�

�

ヲ

ニ

自
幽
二

深
宮
一、
委
二

政
讒
賊
一

（『
文
選
』
巻
五
十
二
、
魏
の
曹
冏
「
六
代
論
」）

�

�

唯
向
二

深
宮
一

望
二

明
月
一、
東
西
四
五
百
廻
円
（『
白
氏
文
集
』
巻
三
・0131
、

「
上
陽
白
髪
人
」）

�

�

最
弟
皇
子
之
出
二

幽
洞
一

焉
、
弥
入
二

畢
竟
空
之
観
一、
無
双
公
主
之
留
二

深
宮
一

矣
、
頻
迷
二

愛
別
離
之
哀
一

（『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
三
、
菅
原
忠
貞
「
皇
后

宮
卌
九
日
願
文
」）

の
よ
う
な
、
宮
殿
の
奥
深
い
と
こ
ろ
の
意
。
こ
こ
か
ら
意
味
を
転
じ
た
の
で
あ

ろ
う
。

地
形
│
土
地
の
形
状
。
鳥
羽
院
は
広
大
な
池
を
中
心
に
、
そ
の
周
囲
に
築
山
を
配

す
る
な
ど
、
変
化
に
富
む
地
形
で
あ
っ
た
。

�

�

物
変
随
二

天
気
一、
春
生
逐
二

地
形
一

（『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
六
・3250

、「
早

春
即
事
」）

�

�

天
気
爽
也
、
地
形
勝
也
、
物
色
幽
也
、
人
心
切
也
（『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・

２０９
、
菅
原
淳
茂
「
八
月
十
五
夜
、
侍
二

亭
子
院
一、
同
賦
三

月
影
満
二

秋
池
一、
応
二

太
上
法
皇
製
一

」
序
）

幽
奇
│
奥
深
く
珍
し
い
さ
ま
、
ひ
っ
そ
り
と
し
て
奇
趣
に
富
ん
だ
様
子
を
言
う
。

ほ
と
ん
ど
の
例
が
風
景
や
庭
園
に
つ
い
て
言
う
。
先
の
『
扶
桑
略
記
』
に
あ
る

と
お
り
、
仙
界
の
趣
を
写
し
取
っ
て
も
お
り
、「
地
形
」
は
「
幽
奇
」
の
趣
を

湛
え
て
い
た
。

�

�

久
為
二

山
水
客
一、
見
二

尽
幽
奇
物
一

（『
白
氏
文
集
』
巻
七
。0333

、「
湖
亭
晩

望
二

残
水
一

」）

�

�

永
寧
坊
中
、
有
二

一
仙
宮
一。
風
流
幽
奇
、
水
石
清
麗
（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
・

２９６
、
源
順
「
三
月
三
日
、
於
二

西
宮
池
亭
一、
同
賦
二

花
開
已
匝
一レ

樹
、
応
レ

教
」

序
）

�

�

淳
風
坊
裏
、
有
二

一
名
区
一。
泉
石
之
幽
奇
、
甲
二

天
下
之
勝
境
一

矣
（『
本
朝
続

文
粋
』
巻
九
、
藤
原
明
衡
「
春
日
陪
二

淳
風
坊
水
閣
一、
同
賦
三

蔭
レ

花
調
二

雅
琴
一

詩
」
序
）

ま
た
、

フ
シ
ミ

今
日
辰
時
許
、
修
理
大
夫
俊
綱
朝
臣
臥
見
亭
、
已
以
焼
亡
。
件
処
風
流
勝

�

�

地
、
水
石
幽
奇
也
。
悉
為
二

燼
一。
誠
惜
哉
（『
中
右
記
』
寛
治
七
年
十
二
月

二
十
四
日
）

△

△

�

�

遙
望
二

東
面
一、
雲
海
茫
々
、
孤
帆
連
レ

水
。
地
形
幽
奇
、
風
流
勝
絶
也
（『
中
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右
記
部
類
』
巻
二
十
八
・
公
卿
勅
使
・
永
久
二
年
二
月
一
日
。
伊
勢
国
の
風

景
）

な
ど
と
、
古
記
録
に
も
見
え
る
。

蕭
索
│
も
の
寂
し
げ
な
さ
ま
を
表
す
語
。
こ
の
あ
た
り
一
帯
は
、
世
俗
か
ら
は
隔

絶
し
て
お
り
、
幽
邃
な
趣
を
た
た
え
て
い
た
。

�

�

秋
日
蕭
索
、
浮
雲
無
レ

光
（『
文
選
』
巻
十
六
、
梁
の
江
淹
「
恨
賦
」）

�

�

涼
風
冷
露
蕭
索
天
、
黄
蒿
紫
菊
荒
涼
田
（『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
・0586

、

「
東
墟
晩
歇
」）

�

�

風
驚
蕭
索
、
蒼
天
巻
二

其
群
翳
一、
雲
収
蒙
朧
、
碧
落
晴
而
疎
闊
（『
本
朝
文

粋
』
巻
八
・
２０６
、
三
善
清
行
「
八
月
十
五
夜
、
同
賦
二

映
レ

池
秋
月
明
一

」
序
）

玄
覧
│
天
子
が
ご
覧
に
な
る
こ
と
。

�

�

睿
哲
玄
覧
、
都
二

茲
洛
宮
一

（『
文
選
』
巻
三
、
後
漢
の
張
衡
「
東
京
賦
」。
薛

ハ

ハ

綜
注
「
言
通
二

見
此
洛
陽
宮
一

也
」。
李
善
注
「
広
雅
曰
、
玄
遠
也
」）

�

�

晴
初
駐
レ

蹕
馳
二

玄
覧
一、
一
点
孤
浮
江
上
船
（『
文
華
秀
麗
集
』
巻
下
・
１０３
、

仲
雄
王
「
奉
レ

和
二

河
陽
十
詠
一

四
首
」
ノ
「
江
上
船
」）

�

�

妙
管
清
歌
、
旦
二

夕
於

纊
之
下
一、
春
光
秋
色
、
風
二

雲
於
玄
覧
之
中
一

（『
本

朝
続
文
粋
』
巻
九
、
大
江
隆
兼
「
暮
春
於
二

秘
書
閣
一、
同
賦
二

禁
庭
松
表
一レ

貞

詩
」
序
）

�

�

名
花
異
草
之
珍
奇
、
朝
二

夕
于
玄
覧
之
下
一、
山
顔
水
色
之
環
富
、
造
二

化
于
丹

墀
之
前
一

（
同
巻
九
、
藤
原
義
忠「
暮
春
侍
レ

宴
、
同
賦
三

花
樹
遶
二

池
岸
一、
応
レ

製
詩
」
序
）

徴
辟
│
取
り
立
て
る
、
引
き
立
て
る
、
上
位
の
者
が
卑
位
の
者
を
召
し
出
す
。
平

安
朝
で
は
、
宴
や
詩
歌
の
会
に
参
加
を
求
め
る
場
合
に
用
い
る
例
が
多
い
。
こ

こ
で
は
白
河
院
が
鳥
羽
院
で
明
月
を
愛
で
る
に
当
た
っ
て
、
お
召
し
に
あ
ず
か

っ
た
と
い
う
こ
と
。

�

�

�

�

蓬
宮
芸
閣
賜
レ

宴
之
筵
、
必
蒙
二

其
徴
辟
一、
王
公
卿
相
言
レ

詩
之
座
、
必
列
二

其

風
塵
一

（『
本
朝
文
粋
』
巻
六
・
１６５
、
大
江
以
言
「
請
下

特
蒙
二

天
恩
一、
因
二

准

先
例
一、
依
二

儒
学
労
一、
被
上レ

兼
下

任
弁
官
闕
左
右
衛
門
権
佐
申
二

他
官
一

替
上

状
」）

�

�

宇
治
前
大
相
国
、
又
為
レ

被
レ

賦
レ

詩
、
忝
有
二

徴
辟
一

（『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十

一
、
大
江
匡
房
「
暮
年
詩
記
」。『
朝
野
群
載
』
巻
三
）

月
卿
雲
客
│
「
月
卿
」
は
大
臣
、
公
卿
。「
雲
客
」
は
殿
上
人
。
参
会
し
た
人
々

に
つ
い
て
は
『
中
右
記
』
参
照
。

�

�

�

�

月
卿
雲
客
、
響
応
景
従
（『
本
朝
続
文
粋
』
巻
九
、
藤
原
有
信
「
夏
日
陪
二

博

陸
書
閣
一、
同
賦
三

松
風
報
二

万
年
一、
応
レ

教
詩
」
序
）

�

�

�

�

月
卿
雲
客
、
陪
二

椒
房
一

之
者
多
矣
（
同
巻
十
、
藤
原
季
仲
「
早
春
詠
二

子
日
一

和
歌
」
序
）

旧
僕
│
昔
の
家
臣
・
下
僕
。
歌
会
の
参
加
者
が
、
昔
か
ら
白
河
院
に
仕
え
て
き
た

人
々
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。

�

�

王
公
卿
士
、
皆
是
龍
尾
之
昔
臣
、
墨
客
伶
人
、
莫
レ

不
二

鳳
城
之
旧
僕
一

（『
本

朝
文
粋
』
巻
十
・
３０６
、
大
江
朝
綱
「
暮
春
同
賦
三

落
花
乱
二

舞
衣
一、
各
分
二

一

字
一、
応
二

太
上
皇
製
一

」
序
）

�

�

「
去
年
春
、中
書
大
王
排
二

花
閣
一

命
二

詩
酒
一。…
…
翰
墨
之
庸
奴
、藩
邸
之
旧
僕

…
…
」（『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
・
１５２
、
藤
原
為
時
詩
題
）

抽
│
抜
き
出
す
、
引
き
出
す
。

�抽
二

子
秘
思
一、
騁
二

子

辞
一

（『
文
選
』
巻
十
三
、
南
朝
宋
の
謝
霊
運
「
雪

賦
」）�

聊
抽
二

短
懐
一、
敢
為
二

唱
首
一

（『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・
２１３
、
藤
原
篤
茂
「
冬
日

陪
二

藤
相
公
亭
子
一、
同
賦
二

消
レ

酒
雪
中
天
一、
各
分
二

一
字
一

」
序
）

丹
心
│
ま
ご
こ
ろ
、
あ
り
の
ま
ま
の
思
い
。
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イ
タ
マ
シ
メ
�

�

悲
来
惻
二

丹
心
一、
零
涙
縁
レ

纓
流
（『
文
選
』
巻
二
十
一
、
晉
の
郭
璞
「
遊

仙
詩
七
首
」
ノ
五
）

昔
顔
駟
之
白
首
而
三
代
不
遇
也
、
漢
武
召
見
而
即
為
二

会
稽
之
守
一

矣
、
今
篤

�

�

茂
之
丹
心
而
十
年
沈
淪
也
、
明
時
哀
憐
而
不
レ

賜
二

随
分
之
官
一

哉
（『
本
朝
文

粋
』
巻
六
・
１５６
、
藤
原
篤
茂
「
請
レ

被
下

殊
蒙
二

天
恩
一、
拝
中

大
内
記
紀
伊
輔
、

木
工
頭
源
方
光
申
二

他
官
一

所

淡
路
国
守
闕
上

状
」）

恣
│
思
う
が
ま
ま
に
す
る
、
存
分
に
…
…
す
る
。

�恣
二

心
目
之
寥
朗
一、
任
二

緩
歩
之
従
容
一

（『
文
選
』
巻
十
一
、
晉
の
孫
綽
「
遊
二

天
台
山
一

賦
」）

�

排
二

甲
第
一

而
代
二

登
臨
一、
命
二

子
墨
一

而
恣
二

觴
詠
一

（『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・

２２０
、
紀
斉
名
「
三
月
尽
賦
二

林
亭
春
已
晩
一、
各
分
二

一
字
一、
応
レ

教
」
序
）

詠
吟
│
詩
や
歌
を
声
に
出
し
て
う
た
う
。
こ
こ
で
は
和
歌
を
詠
作
す
る
こ
と
。

�

�

ノ
ベ

復
レ

之
而
不
レ

足
、
則
吟
詠
以
肆
レ

志
、
吟
二

詠
之
一

不
レ

足
、
則
寄
レ

言
以
広
レ

意

（『
文
選
』
巻
十
八
、
魏
の
嵆
康
「
琴
賦
」
序
）

�

�

夫
今
日
者
、
是
聖
上
令
三

好
客
献
二

和
歌
一。
寄
二

詠
吟
一

求
二

諷
諭
一

之
良
宴
也

（『
本
朝
続
文
粋
』巻
十
、
源
俊
房「
暮
春
侍
二

中
殿
一、
詠
二

竹
不
一レ

改
レ

色
、
応
レ

製
和
歌
」
序
）

詩
情
歌
思
│
詩
歌
に
よ
っ
て
、
自
分
が
抱
く
心
情
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
思
い
。

�

�

�

�

供
奉
無
レ

暇
者
、
瑞
露
薫
風
、
扈
従
猶
留
者
、
詩
情
歌
思
（『
本
朝
文
粋
』
巻

十
・
３００
、
菅
原
文
時「
暮
春
侍
二

宴
冷
泉
院
池
亭
一、
同
賦
二

花
光
水
上
浮
一、
応
レ

製
」
序
）

�

�

�

�

詩
情
歌
思
之
客
、
応
二

嘉
招
一

之
者
有
レ

限
（『
扶
桑
古
文
集
』、
菅
原
在
良

「
秋
夜
陪
二

吏
部
大
王
文
亭
一、
詠
二

臨
レ

暁
聞
一レ

虫
和
歌
」
序
）

新
才
│
若
々
し
い
才
能
。

�

�

蕭
会
稽
之
過
二

古
廟
一、
託
締
二

異
代
之
交
一、
張
僕
射
之
重
二

新
才
一、
推
為
二

忘
年

之
友
一

（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
・
３００
、
大
江
朝
綱
「
晩
春
陪
二

上
州
大
王
臨
水

閣
一、
同
賦
二

香
乱
花
難
一レ

識
、
応
レ

教
」
序
。『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
７３６
・

交
友
）

（
現
代
語
訳
）

八
月
十
五
夜
、
鳥
羽
院
に
お
い
て
、「
池
上
の
月
を
翫
ぶ
」
と
詠
む
和
歌

大
納
言
経
信

城
南
に
は
す
ば
ら
し
い
景
色
の
地
が
あ
る
。
ま
さ
に
太
上
天
皇
が
静
か
に
お
住
ま

い
に
な
る
奥
深
い
宮
殿
で
あ
る
。
地
形
は
奥
深
く
滅
多
に
な
い
さ
ま
で
あ
り
、
風

景
は
も
の
寂
し
げ
な
様
子
で
あ
る
。
当
地
の
景
色
を
御
覧
に
な
る
に
当
た
っ
て
と

も
に
拝
見
す
る
ご
恩
を
蒙
る
の
は
、
み
な
古
く
か
ら
お
仕
え
す
る
公
卿
殿
上
人
ら

で
あ
り
、
心
の
内
を
表
現
し
存
分
に
詠
じ
る
の
は
、
詩
情
や
歌
ご
こ
ろ
を
持
っ
た

若
々
し
い
才
能
の
持
ち
主
で
な
い
者
は
い
な
い
。

は

⑵
時
に
池
上
に
月
有
り
、
月
前
に
水
を
望
む
。
水
月
に
因
り
て
映
え
を
増
し
、

月
水
に
因
り
て
光
を
添
へ
た
り
。
是
を
以
て
或
い
は
糸
竹
を
調
べ
て
賞
翫
し
、

へ
き
せ
う

て

或
い
は
筆
硯
を
尋
ね
て
嗟
歎
し
た
り
。
況
む
や
復
た
清
光
の
碧
沼
に
臨
り
て

け
う
け
う

ゑ
ん
ら
ん

た
う
や
う

は
ね

す
い
れ
ん

皎
々
と
し
て
、

鴦
が
蕩
颺
の
翅
氷
を
負
ひ
、
素
影
の
翠

を
透
り
て
沈
々

え
う
て
う

と
し
て
、
窈
窕
が
錦
繡
の
袖
雪
を
翻
し
た
り
。

も
と

池
上
…
…
望
水
│
池
の
水
面
に
月
が
映
り
、
月
光
の
下
池
を
眺
め
る
の
意
。

松
排
二

山
面
一

千
重
翠
、
月
点
二

波
心
一

一
顆
珠
（『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
三
・

2331
、「
春
題
二

湖
上
一

」）

�

�

�

嵩
山
表
裏
千
重
雪
、
洛
水
高
低
両
顆
珠
（
同
巻
六
十
五
・3182

、「
八
月
十

�

五
日
夜
、
同
二

諸
客
一

翫
レ

月
」。『
千
載
佳
句
』
上
・
２５２
・
八
月
十
五
夜
。『
和
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漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
２４３
・
十
五
夜
）

ミ
ド
リ

�

�

�

�

山
影
倒
穿
、
表
裏
千
重
之
翠
、
月
輪
落
照
、
高
低
両
顆
之
珠
（『
菅
家
文
草
』

巻
七
・
５１５
、「
秋
湖
賦
」）

「
珠
」
は
月
の
比
喩
で
あ
り
、
空
に
浮
か
ぶ
月
と
水
面
に
映
る
月
を
対
比
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
二
つ
の
月
を
眺
め
て
い
る
。
こ
こ
は
こ
れ
ら
先
行
す
る
例
を

念
頭
に
置
い
た
表
現
で
あ
ろ
う
。

水
因
月
増
映
│
池
の
水
面
は
月
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
輝
く
。「
増
映
」
は
輝
き
を

増
す
の
意
。

�

�
増
映
応
レ

同
二

残
月
助
一、
孤
奢
不
レ

被
二

暁
霜
摧
一

（『
雑
言
奉
和
』、
大
蔵
善
行

「
惜
レ

秋
翫
二

残
菊
一、
応
レ

製
」）

月
因
水
添
光
│
月
は
水
面
に
映
る
こ
と
に
よ
っ
て
光
を
増
す
。「
添
光
」
は
輝
き

を
添
え
る
の
意
。

�

�

下
レ

簾
山
足
レ

晴
、
開
レ

戸
日
添
レ

光
（
盛
唐
陳
希
烈
「
賦
得
三

雲
生
二

棟
梁

間
一

」）

�

�

当
二

林
園
之
改
一レ

色
、
翫
二

草
樹
之
添
一レ

光
（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
・
３２０
、
大

�

�

江
朝
綱
「
早
春
侍
二

内
宴
一、
同
賦
三

晴
添
二

草
樹
光
一、
応
レ

製
」
序
）

�

�

山
吐
雲
晴
樹
競
レ

粧
、
高
低
無
二

処
不
一レ

添
レ

光
（
大
江
朝
綱
『
屛
風
土
代
』、

「
問
レ

春
」）

�

「
添
」
と
前
句
の
「
増
」
と
の
対
に
、「
柳
絮
飄
兮
紛
々
、
平
沙
之
雪
添
レ

艶
、

�

杏
艶
落
兮
片
々
、
遊
塵
之
虹
増
レ

紅
」（『
扶
桑
古
文
集
』、
平
祐
俊
「
暮
春
同
詠
二

落
花
埋
一レ

庭
和
歌
」
序
）
が
あ
る
。
以
上
の
二
組
の
対
は
、
池
の
水
は
月
に
よ

っ
て
、
月
は
池
の
水
面
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
輝
く
と
述
べ
、
こ
の
夜
の
主
た
る

興
趣
を
強
調
す
る
。
こ
の
対
句
に
類
似
し
た
例
に
、

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

観
夫
月
光
依
レ

水
而
清
明
、
水
色
迎
レ

月
而
映
徹
。
臨
二

淵
一

而
増
二

玲
瓏
一、

�

碧
落
雲
斂
之
暁
、
照
二

沙
浜
一

而
添
二

皓
潔
一、
銀
漢
霧
晴
之
秋
（『
詩
序
集
』
下

・
４０
、
藤
原
明
衡
「
秋
夜
侍
二

源
亜
相
淳
風
坊
水
閣
一

守
二

庚
申
一、
同
賦
二

月
光

依
レ

水
明
一、
応
レ

教
」
序
）

が
あ
る
。
な
お
月
の
光
と
池
の
水
に
つ
い
て
、『
中
右
記
』
に
は
、「
于
レ

時
雲

収
二

天
末
一、
月
明
二

池
上
一

」（
史
料
大
成
本
・
大
日
本
古
記
録
本
に
は
「
于
時
雲

収
、
天
未
月
明
、
池
上
糸
竹
之
調
、
興
入
幽
玄
」
と
あ
る
が
、
こ
の
あ
た
り
は

四
字
句
が
つ
づ
い
て
い
る
と
見
る
べ
き
こ
と
、「
天
未
月
明
」
で
は
空
が
ま
だ

明
る
く
な
っ
て
い
な
い
意
と
な
り
、「
雲
収
」
と
釣
り
合
わ
な
い
こ
と
な
ど
を

根
拠
に
、
本
文
を
改
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
雲
収
」
以
下
の
二
句
は
対
を

な
す
こ
と
に
な
る
）
と
記
し
て
お
り
、
序
は
ほ
ぼ
実
景
を
描
い
て
い
る
と
言
え

よ
う
。

調
糸
竹
│
管
絃
の
遊
び
を
催
し
た
と
い
う
こ
と
。『
中
右
記
』
に
は
、
雲
が
消
え

て
月
が
池
に
明
る
く
映
っ
て
い
る
時
、
船
上
で
楽
を
奏
し
た
と
あ
り
、
こ
れ
を

「
興
入
二

幽
玄
一

」
と
評
し
て
い
る
。

賞
翫
│
め
で
味
わ
う
。
味
わ
い
楽
し
む
。

�

�

躋
攀
有
二

次
第
一、
賞
玩
無
二

昏
早
一

（『
白
氏
文
集
』巻
八
・0372

、「
除
レ

官
未
レ

去
間
」）

�

�

大
王
命
曰
、
書
閣
之
畔
、
有
二

一
株
桜
一。
願
待
二

花
開
一、
共
相
賞
翫
（『
本
朝

文
粋
』
巻
十
・
２９７
、「
晩
春
陪
二

上
州
大
王
臨
水
閣
一、
同
賦
二

香
乱
花
難
一レ

識
、

応
レ

教
」
序
）

尋
筆
硯
│
詩
文
を
作
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
和
歌
を
詠
じ
る
こ
と
。「
筆
硯
」
は
ふ

で
と
す
ず
り
。
詩
文
創
作
に
必
要
な
文
具
。

�

�

�

一
二
年
来
、
日
尋
二

筆
硯
一、
同
和
贈
答
、
不
レ

覚
滋
多
（『
旧
唐
書
』
巻
一
六

〇
・
劉
禹
錫
伝
）

�

�

�

就
二

籬
下
一

而
引
二

絃
歌
一、
繞
二

叢
辺
一

而
尋
二

筆
硯
一

（『
菅
家
文
草
』
巻
五
・

３５６
、「
惜
二

残
菊
一、
各
分
二

一
字
一、
応
レ

製
」
序
。『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
・
３２９
）
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嗟
歎
│
感
心
す
る
、
感
嘆
す
る
の
意
。
水
面
に
映
っ
た
月
光
の
み
ご
と
さ
へ
の
感

嘆
で
あ
る
。

ユ
ク

�

�

�

�

詩
者
志
之
所
レ

之
也
。
…
…
言
レ

之
不
レ

足
。
故
嗟
嘆
之
。
嗟
嘆
之
不
レ

足
。
故

永
歌
之
（『
文
選
』
巻
四
十
五
、
周
の
卜
商
「
毛
詩
序
」）

『
中
右
記
』
の
和
歌
披
講
で
は
、「
召
二

新
中
納
言
通
俊
卿
一、
被
レ

講
二

御
製
一。
誠

�

�

以
優
妙
也
。
不
レ

足
二

嗟
歎
一、
満
座
諷
詠
」
と
見
え
る
。
こ
れ
は
御
製
の
す
ば
ら

し
さ
を
高
く
評
価
し
た
も
の
。
こ
の
記
事
は
右
の
「
毛
詩
序
」
の
表
現
を
踏
ま

え
て
い
る
。

清
光
│
清
ら
か
な
月
の
光
、
澄
み
切
っ
た
月
光
。

�

�
清
光
映
徹
、
雲
書
巻
以
添
レ

晴
、
皓
彩
時
凝
、
露
文
注
而
助
レ

潔
（『
本
朝
文

�

�

粋
』巻
八
・
２１０
、
都
在
中「
八
月
十
五
夜
、
於
二

文
章
院
一

対
レ

月
、
同
賦
二

清
光

千
里
同
一

」
序
）

�

�

寔
謂
二

清
光
之
勝
絶
一、
多
在
二

遍
照
之
道
場
一

（『
本
朝
続
文
粋
』
巻
八
、
藤
原

実
範
「
八
月
十
五
夜
、
於
二

遍
照
寺
一

翫
レ

月
詩
」
序
）

碧
沼
│
あ
お
い
色
の
池
。
鳥
羽
院
の
前
庭
の
池
。

�

�

深
夜

燿
、
照
二

于
碧
沼
一、
霜
天
蟋
蟀
、
吟
二

于
青
閨
一

（『
本
朝
続
文
粋
』
巻

一
、
大
江
匡
房
「
秋
日
閑
居
賦
」）

�

�

瓊
林
碧
沼
之
象
二

神
仙
一

也
、
褊
二

周
瑤
於
万
里
之
浪
一、
華
閣
柳
榭
之
極
二

壮
麗
一

也
、
嘲
二

漢
栢
於
千
載
之
風
一

（
同
巻
九
、
大
江
隆
兼
「
暮
春
於
二

秘
書
閣
一、

同
賦
二

禁
庭
松
表
一レ

貞
詩
」
序
）

皎
々
│
白
く
輝
く
様
。
こ
こ
は
月
の
光
に
つ
い
て
言
う
。

�

�

析
析
就
二

衰
林
一、
皎
皎
明
二

秋
月
一

（『
文
選
』
巻
二
十
、
南
朝
宋
の
謝
霊
運

「
鄰
里
相
二

送
方
山
一

詩
」）

�

�

澄
澄
遍
照
、
禁
庭
之
草
載
レ

霜
、
皎
々
斜
沈
、
御
溝
之
水
含
レ

玉
（『
本
朝
文

粋
』
巻
八
・
２０７
、
紀
長
谷
雄
「
八
月
十
五
夜
、
同
賦
二

天
高
秋
月
明
一、
各
分
二

一
字
一、
応
レ

製
」
序
）

�

�

桂
華
晴
以
景
皎
々
、
蘭
樽
酌
以
酔
陶
々
（『
本
朝
続
文
粋
』
巻
九
、
藤
原
正

家
「
秋
日
陪
二

博
陸
書
閣
一、
同
賦
三

勝
地
植
二

松
樹
一

応
レ

教
詩
」
序
。「
桂
華
」

は
月
の
異
称
）

鸞
│
伝
説
上
の
霊
鳥
。
こ
こ
で
は
殿
上
人
の
こ
と
（『
拾
芥
抄
』
中
・
官
職
唐

名
）。「
鸞
」
は
、
底
本
は
損
傷
、『
王
沢
不
渇
抄
』『
本
朝
文
集
』
は
「
鴦
」
に

作
る
が
、
女
房
の
意
を
あ
ら
わ
す
「
窈
窕
」
と
対
を
な
す
例
の
あ
る
こ
と
、
殿

上
人
の
唐
名
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、「
鸞
」
に
改
め
た
。

�

�

久
別
二

鸞
侶
一、
深
随
二

鳥
獣
群
一

（『
白
氏
文
集
』
巻
十
六
・0986

、「
黄
石

巌
下
作
」）

�

�

羽
林
馮
翊

鸞
侶
、
吏
部
肥
州
錦
繡
詞
（『
江
吏
部
集
』
巻
上
、「
冬
夜
与
二

諸
君
一

談
話
」）

�

�

△

△

鸞
連
レ

袂
謳
吟
、
窈
窕
隔
レ

簾
談
咲
（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
・
３４６
、
藤
原

斉
信
「
後
一
条
院
御
時
女
一
宮
御
着
袴
翌
日
宴
和
歌
序
」）

蕩
颺
│
揺
れ
動
き
た
だ
よ
う
さ
ま
。
蕩
漾
に
同
じ
。「

鸞
」
が
「
蕩
颺
」
す
る

と
は
、
殿
上
人
の
乗
っ
た
船
が
池
上
を
た
だ
よ
う
こ
と
。

�

�

岸
松
倒
レ

影
、
紫
鱗
游
二

泳
于
千
年
之
緑
一、
浦
桃
瀉
レ

粧
、
綵
鴛
蕩
二

颺
于
数
片

之
紅
一

（『
本
朝
続
文
粋
』
巻
三
、
菅
原
是
綱
「
江
湖
勝
趣
」
対
策
文
）

翅
│
鳥
の
羽
、
つ
ば
さ
。『
和
名
抄
』（
巻
十
八
・
羽
族
体
）
に
「
翼

唐
韻
云
、

�翅
〈
施
智
反
、
去
声
之
軽
、
和
名
都
波
佐
〉
鳥
翼
也
。
…
…
」
と
あ
る
。

�

洲
香
杜
若
抽
レ

心
長
、
沙
暖
鴛
鴦
鋪
レ

翅
眠
（『
白
氏
文
集
』
巻
三
・0137

、

「
昆
明
春
水
満
」。『
千
載
佳
句
』
上
・
３６
・
春
興
。『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・

５１１
・
水
）

�

征
馬
鳴
レ

珥
、
秋
踏
二

仙
珂
之
雪
一、
宿
禽
斂
レ

翅
、
夜
栖
二

一
枝
之
風
一

（『
本
朝

文
粋
』
巻
一
・
８
、
紀
斉
名
「
落
葉
賦
」）
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負
氷
│
氷
を
背
負
う
。「

鸞
」
の
衣
服
が
月
の
光
を
浴
び
て
、
白
く
光
っ
て
見

え
る
さ
ま
を
喩
え
る
。

�

�

参
差
落
レ

水
、
暗
伴
二

負
レ

氷
之
鱗
一、
聚
散
遍
レ

林
、
欲
レ

閉
二

宿
レ

巣
之
鳥
一

（『
本
朝
文
粋
』
巻
一
・
４
、
紀
長
谷
雄
「
春
雪
賦
」。『
朝
野
群
載
』
巻
一
）

�

�

濠
梁
波
暖
、
及
二

春
仁
於
負
レ

氷
之
鱗
一、
河
漢
雲
晴
、
守
二

秋
信
於
随
レ

陽
之
翅
一

（『
大
日
本
史
料
』
第
二
編
七
巻
所
引
、
長
和
元
〈
一
〇
一
二
〉
年
十
一
月
二

十
五
日
付
朔
旦
冬
至
の
詔
）

二
例
と
も
に
文
字
通
り
魚
が
氷
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。

素
影
│
月
の
白
い
光
。

�

�

霧
濯
二

清
輝
一

苦
、
風
飄
二

素
影
一

寒（
初
唐
杜
審
言「
和
二

康
五
庭
芝
望
レ

月
有
一レ

懐
」）

�

�

学
書
硯
裡
金
波
満
、
画
扇
峯
前
素
影
遙
（『
本
朝
無
題
詩
』
巻
三
・
１５３
、
藤

原
明
衡
「
六
波
羅
蜜
寺
対
レ

月
」）

翠
簾
│
青
い
簾
。『
中
右
記
』
に
は
、「
鳥
羽
殿
南
御
所
寝
殿
東
面
」
に
「
女
院
」

（
郁
芳
門
院
媞
子
）
が
お
わ
し
、「
女
房
南
東
面
打
出
」
と
あ
る
。
寝
殿
に
こ
の

「
翠
簾
」
を
下
ろ
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

�

�

南
望
則
有
二

関
路
之
長
一、
行
人
征
馬
駱
二

駅
於
翠
簾
之
下
一、
東
顧
亦
有
二

林
塘

之
妙
一、
紫
鴛
白
鷗
逍
二

遙
於
朱
檻
之
前
一

（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
・
３２３
、
源

順
「
秋
日
遊
二

白
河
院
一、
同
賦
二

秋
花
逐
レ

露
開
一

」
序
。『
和
漢
朗
詠
集
』
巻

下
・
５５８
・
山
家
）

�

�

�

孤
叢
露
低
、
羅
衣
重
而
猶
無
二

気
力
一、
仙
架
霞
薄
、
翠
簾
透
而
不
レ

秘
二

容
顔
一

（『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
、
藤
原
敦
光
「
初
冬
侍
二

中
殿
一、
同
賦
三

残
菊
似
二

佳

妓
一、
応
レ

製
詩
」
序
）

沈
々
│
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
か
え
っ
た
さ
ま
。

△

△

△

�

�

透
レ

影
燈
耿
耿
、
籠
レ

光
月
沈
沈
（『
白
氏
文
集
』
巻
九
・0422

、「
和
二

元
九

悼
一レ

往
」）

�

�

銀
台
金
闕
夕
沈
沈
、
独
宿
相
思
在
二

翰
林
一

（
同
巻
十
四
・0724

、「
八
月
十

五
夜
、
禁
中
独
直
、
対
レ

月
憶
二

元
九
一

」）

�

�

窈
窕
│
も
と
は
、「
窈
窕
淑
女
、
君
子
好
逑
」（『
毛
詩
』
周
南
「
関
雎
」。
毛
伝

ハ

「
窈
窕
幽
間
也
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
女
性
の
物
静
か
で
、
た
お
や
か
な
様
を
あ

ら
わ
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
女
性
の
こ
と
で
あ
り
、
女
房
ら
を
こ
の
よ

う
に
呼
ん
だ
。「

鸞
」
に
お
い
て
引
い
た
、
藤
原
斉
信
の
和
歌
序
（『
本
朝
文

粋
』
巻
十
一
・
３４６
）
参
照
。
そ
の
ほ
か
に
、

�

�

長
縄
高
懸
二

芳
枝
一、
窈
窕
翩
翩
仙
客
姿
（『
経
国
集
』
巻
十
一
・
１０５
、
嵯
峨
天

皇
「
雑
言
鞦
韆
篇
」）

�

�

庭
華
色
々
、
窈
窕
之
袖
添
レ

薫
、
宮
鶯
声
々
、
鳳
凰
之
管
和
レ

曲
（『
本
朝
続

文
粋
』
巻
十
、
藤
原
季
仲
「
早
春
詠
二

子
日
一

和
歌
」
序
）

な
ど
が
あ
る
。

錦
繡
│
錦
と
刺
繡
を
施
し
た
衣
服
、
美
し
い
着
物
。
女
房
ら
が
身
に
着
け
た
衣

装
。
御
簾
の
外
に
出
し
た
衣
服
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

�

�

青
衣
伝
二

氈
褥
一、
錦
繡
一
条
斜
（『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
六
・2670

、「
和
二

春

深
一

二
十
首
」
ノ
十
八
）

�

�

翠
黛
紅
顔
錦
繡
粧
、
泣
尋
二

沙
塞
一

出
二

家
郷
一

（『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
６９９

・
王
昭
君
、
大
江
朝
綱
）

翻
雪
│
月
に
照
ら
さ
れ
て
白
く
映
る
、
女
房
ら
の
打
出
の
袖
が
動
く
様
を
、
雪
が

翻
る
と
見
な
し
た
。
先
に
引
い
た
『
中
右
記
』
に
あ
る
と
お
り
、「
打
出
」
の

装
束
に
月
の
光
が
輝
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

�

�

蕩
レ

風
波
眼
急
、
翻
レ

雪
浪
心
寒
（『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
五
・2609

、「
魏
堤

有
レ

懐
」）

�

�

遙
看
逆
浪
愁
翻
レ

雪
、
漸
失
征
帆
錯
認
レ

雲
（『
千
載
佳
句
』
下
・
９０９
・
送
別
、

一
〇
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中
唐
元
稹
「
送
二

致
用
一

」）
�

�

葉
錦
敗
レ

風
秋
尽
夕
、
木
綿
翻
レ

雪
日
晴
辰
（『
本
朝
無
題
詩
』
巻
十
・
７７４
、

藤
原
敦
基
「
九
月
尽
日
、
陪
二

天
満
天
神
祠
一

〈
摂
州
〉」）

の
、
前
二
者
は
波
が
、
後
者
は
神
事
に
用
い
る
幣
帛
が
ひ
る
が
え
る
場
合
に
つ

い
て
言
う
。

（
現
代
語
訳
）

折
し
も
、
池
の
上
に
は
月
が
あ
り
、
月
の
下
こ
の
池
の
水
を
望
ん
で
い
る
。
池
の

水
は
月
の
光
に
よ
っ
て
輝
き
を
増
し
、
月
は
池
の
水
に
よ
っ
て
さ
ら
に
光
を
添
え

て
い
る
。
そ
こ
で
あ
る
い
は
管
絃
を
奏
し
て
愛
で
楽
し
み
、
あ
る
い
は
和
歌
を
作

っ
て
感
嘆
の
声
を
も
ら
し
た
。
ま
し
て
や
、
澄
ん
だ
月
光
が
青
い
水
の
池
に
照
り

映
え
て
明
る
く
、

鸞
（
殿
上
人
）
が
水
面
に
揺
れ
て
そ
の
翅
（
衣
服
）
が
氷
を

背
負
う
か
の
よ
う
に
輝
き
、
白
い
月
の
光
が
み
ど
り
の
御
簾
を
と
お
っ
て
ひ
っ
そ

り
と
降
り
注
ぎ
、
女
人
（
女
房
）
の
あ
で
や
か
な
衣
装
の
袖
が
動
い
て
雪
を
翻
す

か
の
よ
う
で
あ
る
の
で
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

た
だ

も
て
あ
そ

⑶
遊
宴
の
美
、
地
に
忍
ぶ
こ
と
能
は
ず
。
請
ふ
ら
く
は
「
池
上
の
月
を
翫
ぶ
」
を

な

以
つ
て
、
各
お
の
和
歌
の
題
目
と
為
さ
む
こ
と
を
、
其
の
詞
に
云
ふ
、

遊
宴
之
美
│
月
見
の
宴
の
す
ば
ら
し
さ
。

地
忍
│
た
だ
じ
っ
と
し
て
い
る
、
ひ
た
す
ら
こ
ら
え
て
い
る
。「
地
」
は
惟
、
但

に
同
じ
。
強
調
表
現
。『
漢
書
』（
巻
七
十
四
・
丙
吉
伝
）
の
「
吉
曰
、
以
二

酔

ハ
タ
マ
タ

�

�

ハ

飽
之
失
一

去
レ

士
、
使
二

此
人
将
復
何
所
容
一。
西
曹
地
忍
之
」（
李
奇
注
「
地
猶
レ

ハ

ノ
ミ

第
也
」、
顔
師
古
注
「
地
亦
但
也
。
語
声
之
急
耳
」。「
第
」「
但
」
は
と
も
に
、

「
た
だ
」
の
意
）
に
も
と
づ
く
語
。
藤
原
清
輔
の
『
続
詞
花
和
歌
集
』
跋
に
、

�

�

「
不
レ

能
二

地
忍
一、
憖
備
二

天
覧
一

」
と
あ
る
（
鈴
木
・
北
山
『
平
安
後
期
歌
書
と

漢
文
学
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
四
年
、
所
収
。
そ
の
注
参
照
）。
今
日
の
す
ば

ら
し
い
宴
に
加
わ
り
な
が
ら
じ
っ
と
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
池
に
映
っ

た
月
を
愛
で
る
歌
を
詠
も
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。

其
詞
云
│
述
べ
る
文
章
・
詩
歌
は
次
の
と
お
り
。
序
の
文
章
を
終
え
、
以
下
に
詩

文
等
を
引
く
。
鈴
木
・
北
山
「
柿
本
人
麿
影
供
（
元
永
元
年
）」（『
平
安
後
期

歌
書
と
漢
文
学
』
前
掲
、
所
収
）
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
、
藤
原
敦
光
「
夏
日

於
二

三
品
将
作
大
匠
水
閣
一、
同
詠
二

水
風
晩
来
一

和
歌
一
首
」
序
（『
柿
本
影
供

�

�

�

記
』）
に
「
情
感
不
レ

尽
、
聊
而
詠
吟
。
其
詞
云
」
と
あ
る
。
そ
の
注
参
照
。

�

�

�

以
極
三

衆
人
之
所
二

眩
曜
一、
折
以
二

今
之
法
度
一。
其
詞
曰
（『
文
選
』
巻
一
、
後

漢
の
班
固
「
両
都
賦
序
」）

�

�

�

憖
詠
二

和
歌
一、
聊
慰
二

老
思
一。
其
詞
曰
（『
江
吏
部
集
』
巻
中
、「
暮
秋
泛
二

大

井
河
一、
各
言
レ

所
レ

懐
和
歌
序
」。『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
・
３５１
）

（
現
代
語
訳
）

こ
の
十
五
夜
の
宴
の
す
ば
ら
し
さ
に
対
し
て
は
、
何
も
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な

も
て
あ
そ

い
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
池
上
の
月
を
翫
ぶ
」
を
題
と
し
て
、
和
歌
を
詠
じ

て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
歌
は
次
の
と
お
り
、

付
説

こ
の
歌
会
の
披
講
の
模
様
を
、『
中
右
記
』
の
記
事
に
よ
っ
て
述
べ
て
お
く
。

「
女
院
」
郁
芳
門
院
媞
子
の
「
御
方
〈
東
面
〉」
で
行
わ
れ
た
。
題
は
「
翫
二

池
上

月
一

」、「
序
題
」
は
「
帥
」
源
経
信
、「
講
師
」
は
「
予
」
つ
ま
り
日
記
を
記
し
た

藤
原
宗
忠
、「
読
師
」
は
「
左
大
臣
」
源
俊
房
。「
大
納
言
」
正
二
位
藤
原
宗
俊
の

歌
を
講
じ
た
後
、
披
講
が
進
ま
な
い
。
そ
れ
は
「
左
大
臣
」
従
一
位
源
俊
房
と
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「
関
白
殿
」
正
二
位
藤
原
師
通
の
ど
ち
ら
を
先
に
講
じ
る
か
が
決
ま
ら
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
っ
た
。
決
着
は
「
大
殿
」
従
一
位
藤
原
師
実
の
「
命
」
に
よ
っ
て
、

「
関
白
殿
」
が
先
と
な
っ
た
。「
左
大
臣
」「
大
殿
」
と
講
じ
る
間
に
、「
女
房
」
が

「
簾
中
」
か
ら
「
三
首
歌
」
を
提
出
し
て
き
た
。
こ
れ
も
講
じ
た
。
ど
れ
も
「
秀

歌
」
で
あ
り
、
人
々
が
「
感
歎
」
し
た
。
次
に
「
御
製
」（
白
河
院
）
を
「
関
白
」

に
給
い
、「
大
殿
」
に
伝
え
ら
れ
た
。「
大
殿
」
の
指
図
で
、「
講
師
」
が
臣
下
の

和
歌
を
撤
り
去
り
│
│
文
台
に
和
歌
が
置
い
て
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
│
│
、「
新

中
納
言
（
藤
原
）
通
俊
」
を
召
し
て
、「
御
製
」
を
講
じ
た
。「
誠
以
優
妙
也
。
不
レ

足
二

嗟
歎
一、
満
座
諷
詠
」
と
、
皆
が
そ
の
「
優
妙
」
を
讃
え
朗
唱
し
た
と
あ
る
。

こ
の
時
の
詠
と
思
わ
れ
る
和
歌
は
次
の
通
り
。
引
用
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』

に
よ
り
、
表
記
を
便
宜
に
改
め
て
い
る
。
ま
ず
は
白
河
院
・
経
信
・
匡
房
の
詠

歌
。
経
信
と
匡
房
の
家
集
に
、

『
経
信
集
』
１１３

八
月
十
五
夜
、
鳥
羽
殿
に
て
、
池
上
月
有
序

て
る
月
の
い
は
ま
の
水
に
や
ど
ら
ず
は
玉
ゐ
る
数
を
い
か
で
し
ら
ま
し

『
江
帥
集
』
１０２

鳥
羽
殿
の
池
の
上
の
月

い
け
み
づ
に
う
つ
れ
る
月
ぞ
さ
だ
め
な
き
す
む
と
や
い
は
ん
や
ど
る
と
や
い

は
ん

と
あ
る
。
次
に
『
金
葉
集
』（
二
度
本
）
秋
１８０
・
１８１
（
同
三
奏
本
１７１
・
１７２
に
も
。
１８０

は
『
和
歌
一
字
抄
』
に
も
）
に
、

寛
治
八
年
八
月
十
五
夜
鳥
羽
殿
に
て
翫
池
上
月
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
ま
せ

給
ひ
け
る

院
御
製

い
け
み
づ
に
こ
よ
ひ
の
月
を
う
つ
し
も
て
こ
こ
ろ
の
ま
ま
に
わ
が
物
と
見
る

大
納
言
経
信

て
る
月
の
い
は
ま
の
み
づ
に
や
ど
ら
ず
は
た
ま
ゐ
る
か
ず
を
い
か
で
し
ら
ま

し

と
あ
る
。
さ
ら
に
、
以
下
の
よ
う
な
撰
集
に
よ
れ
ば
、
師
実
・
俊
忠
・
公
実
・
忠

実
の
詠
が
ひ
ろ
え
る
。

『
続
古
今
集
』
秋
上
４０２

鳥
羽
に
て
、
池
上
月
を

京
極
前
関
白
太
政
大
臣
（
師
実
）

お
ほ
ぞ
ら
も
い
け
の
お
も
て
も
く
も
り
な
く
こ
よ
ひ
は
み
ち
て
す
め
る
月
か

な

『
続
拾
遺
集
』
賀
７４０

寛
治
八
年
鳥
羽
殿
に
て
、
翫
池
上
月
と
い
へ
る
こ
こ
ろ
を

権
中
納
言
俊
忠

の
ど
か
な
る
光
を
そ
へ
て
池
水
に
ち
よ
も
す
む
べ
き
秋
の
夜
の
月

『
続
後
拾
遺
集
』
賀
６１９

寛
治
八
年
八
月
十
五
夜
鳥
羽
殿
に
て
、
翫
池
上
月
と
い
へ
る
心
を

大
納
言
公
実

夜
と
と
も
に
さ
わ
が
ぬ
池
の
水
な
れ
ば
の
ど
か
に
ぞ
す
む
秋
の
月
影

『
新
千
載
集
』
慶
賀2325

寛
治
八
年
八
月
十
五
夜
鳥
羽
殿
に
て
、
翫
池
上
月
と
い
へ
る
こ
こ
ろ
を

富
家
入
道
前
関
白
太
政
大
臣
（
忠
実
）

い
く
か
へ
り
す
ま
ん
と
す
ら
む
池
水
は
う
つ
れ
る
月
の
影
も
の
ど
け
し

こ
の
う
ち
、
白
河
院
と
経
信
の
詠
歌
に
は
『
袋
草
紙
』
雑
談
に
逸
話
が
あ
る
。

同
書
が
「
九
月
十
三
夜
」
と
す
る
の
は
誤
り
。『
袋
草
紙
』
は
、
新
日
本
古
典
文

学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
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白
川
院
、
鳥
羽
殿
に
お
け
る
九
月
十
三
夜
の
「
池
上
の
月
」
の
和
歌
に
、
序

者
経
信
卿
の
歌
に
云
は
く
、

て
る
月
の
い
は
ま
の
水
に
や
ど
ら
ず
は
玉
ゐ
る
か
ず
を
い
か
で
し
ら
ま
し

「
池
」
の
字
な
き
の
由
を
も
つ
て
こ
れ
を
傾
く
。
俊
頼
語
り
て
云
は
く
、「
こ

の
由
、
経
信
云
は
く
、「
し
か
い
ふ
な
り
に
や
」
と
て
他
の
答
な
し
」
と

云
々
。

同
じ
和
歌
の
御
製
に
云
は
く
、

池
水
に
こ
よ
ひ
の
月
を
や
ど
し
も
て
心
の
ま
ま
に
わ
が
も
の
と
み
る

こ
れ
は
女
房
堀
川
殿
大
宮
右
府
女
の
歌
な
り
。
而
し
て
内
々
に
今
日
の
和
歌
い

か
が
と
御
尋
ね
の
処
に
、
こ
の
歌
を
申
す
な
り
。
秀
逸
の
歌
な
り
。
仍
り
て

仰
せ
に
云
は
く
、「
汝
が
歌
に
似
ず
、
我
が
歌
に
な
す
べ
し
」
と
て
御
製
と

な
る
と
云
々
。

こ
の
時
の
歌
に
は
不
思
議
の
事
ど
も
有
り
。
高
松
宰
相
公
定
は
月
な
き
歌

を
詠
ず
。
世
の
人
「
無
月
の
宰
相
」
と
称
す
。
ま
た
故
治
部
卿
能
俊
卿
の
歌

に
云
は
く
、

池
水
に
か
げ
を
う
つ
し
て
秋
の
夜
の
月
の
な
か
な
る
月
を
こ
そ
見
れ

こ
れ
を
ば
「
天
変
の
少
将
」
と
号
す
と
云
々
。
時
に
少
将
な
り
。

歌
題
は
「
翫
池
上
月
」
で
あ
っ
た
が
、
経
信
の
詠
歌
に
は
「
池
」
の
字
が
詠
み

込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
詠
歌
中
の
「
岩
間
の
水
」
を
池
の
意
と
と
る
の
は
適
当

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
（『
八
雲
御
抄
』
正
義
部
に
「
経
信
は
翫
池
上
月
と
い
ふ
に

い
は
ま
の
水
と
よ
み
て
池
に
用
ゐ
る
」
と
あ
る
）。
岩
と
岩
の
間
を
流
れ
る
山
川

の
水
で
あ
れ
ば
、
下
句
「
玉
ゐ
る
か
ず
を
い
か
で
し
ら
ま
し
」
の
表
現
も
納
得
で

き
る
。「
池
」
の
字
が
な
く
題
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
内
容
と
世
人
が
難
じ
た
が
、
俊

頼
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
を
聞
い
た
経
信
は
「
し
か
い
ふ
な
り
に
や
」（
そ
の
よ
う
に

言
っ
て
い
る
の
か
）
と
言
っ
た
ま
ま
口
を
閉
ざ
し
た
と
い
う
。

白
河
院
の
御
製
は
、
郁
芳
門
院
の
女
房
、
堀
川
殿
（
右
大
臣
俊
家
の
女
）
が

内
々
に
促
さ
れ
て
詠
ん
だ
秀
歌
で
あ
っ
た
。
院
自
ら
が
、
お
前
の
歌
と
し
て
は
ふ

さ
わ
し
く
な
い
（
下
句
の
表
現
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
）
と
い
っ
て
取
り
上
げ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
公
定
（
参
議
従
三
位
皇
太
后
宮
権
大
夫
・
備
前
権
守
）
と
能
俊
（
従
四

位
上
少
将
）
の
詠
を
追
加
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
詠
歌
か
ら
「
無
月
の
宰
相
」

「
天
変
の
少
将
」
と
あ
だ
名
を
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。『
中
右
記
』
当
日
条
に
、
公

定
は
「
皇
大
后
宮
権
大
夫
」
と
し
て
み
え
、
白
河
院
の
御
船
に
陪
乗
し
「
付
歌
」

の
役
を
務
め
て
い
る
が
、
能
俊
は
、
名
が
み
え
な
い
。

な
お
、
本
歌
会
は
、『
八
雲
御
抄
』
作
法
部
に
「
寛
治
月
宴
」
と
し
て
引
か
れ
、

月
見
歌
会
の
規
範
と
な
っ
て
い
る
。

『
中
右
記
』（
嘉
保
元
年
八
月
）。
大
日
本
古
記
録
所
収
の
本
文
に
よ
り
、
訓
読

を
示
す
。

十
四
日
、
天
陰
雨
下
。
…
…
明
夕
為
御
覧
月
可
有
乗
船
興
。
着
布
衣
可
参
入
之

由
、
従
鳥
羽
殿
有
召
。

十
四
日
、
天
陰
り
て
雨
下
る
。
…
…
明
夕
月
を
御
覧
ぜ
む
が
為
、
乗
船
の
興
有

る
べ
し
。
布
衣
を
着
て
参
入
す
べ
き
由
、
鳥
羽
殿
従
り
召
し
有
り
。

十
五
日
、
天
晴
。
午
時
許
候
大
納
言
殿
御
車
後
、
参
入
鳥
羽
殿
。
先
於
宰
相
直
廬

休
息
、
具
申
大
納
言
殿
。
申
時
許
参
入
大
殿
御
直
廬
。
則
引
公
卿
令
参
御
先
鳥
羽

殿
南
御
所
寝
殿
東
面
。
女
院
同
御
也
。
女
房
南
東
面
打
出
。
公
卿
座
西
廊
居
饗

饌
。
人
々
雖
被
着
、
無
盃
酒
儀
。
已
依
日
暮
也
。
寄
御
船
於
東
渡
殿
、
上
皇
令
乗

給
。
大
殿
・
左
大
臣
・
関
白
殿
・
藤
大
納
言
・
中
宮
大
夫
〈
師
忠
〉・
左
大
将
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〈
忠
〉・
皇
大
后
宮
権
大
夫
〈
公
〉・
新
宰
相
中
将
〈
宗
通
〉、
此
外
宗
忠

左
少
将

有
賢
、
依
召
候
御
船
。
有
別
仰
。
帥
大
納
言
〈
経
信
〉・
備
中
守
政
長
朝
臣
、
可

候
御
船
者
。
以
御
随
身
被
相
尋
間
、
已
及
数
剋
。
両
人
追
被
参
加
之
後
出
御
船
。

御
船
指
四
人
、
判
官
代
勘
解
由
次
官
顕
隆
・
散
位
忠
清
・
蔵
人
高
階
為
賢
・
源
家

時
〈
皆
布
衣
〉。

ば
か

十
五
日
、
天
晴
る
。
午
時
許
り
に
大
納
言
殿
の
御
車
の
後
に
候
し
て
、
鳥
羽
殿

に
参
入
す
。
先
づ
宰
相
の
直
廬
に
休
息
し
て
、
大
納
言
殿
に
具
申
す
。
申
時
許

り
に
大
殿
の
御
直
廬
に
参
入
す
。
則
ち
公
卿
を
引
き
て
先
づ
鳥
羽
殿
南
御
所
寝

お
は

う
ち
い
で

殿
東
面
に
参
り
御
さ
し
む
。
女
院
同
じ
く
御
す
な
り
。
女
房
南
東
面
に
打
出

す

す
。
公
卿
の
座
の
西
廊
に
饗
饌
を
居
う
。
人
々
着
せ
ら
る
と
雖
も
、
盃
酒
の
儀

無
し
。
已
に
日
暮
る
る
に
依
る
な
り
。
御
船
を
東
渡
殿
に
寄
す
。
上
皇
乗
ら
し

め
給
ふ
。
大
殿
・
左
大
臣
・
関
白
殿
・
藤
大
納
言
・
中
宮
大
夫
〈
師
忠
〉・
左

大
将
〈
忠
〉・
皇
大
后
宮
権
大
夫
〈
公
〉・
新
宰
相
中
将
〈
宗
通
〉、
此
外
宗
忠

び
に
左
少
将
有
賢
、
召
し
に
依
り
て
御
船
に
候
す
。
別
に
仰
せ
有
り
。
帥
大

納
言
〈
経
信
〉・
備
中
守
政
長
朝
臣
、
御
船
に
候
す
べ
し
て
へ
り
。
御
随
身
を

以
つ
て
相
尋
ね
ら
る
る
間
、
已
に
数
剋
に
及
ぶ
。
両
人
追
ひ
て
参
加
せ
ら
れ
し

ふ
な
さ
し

後
に
御
船
を
出
す
。
御
船
指
四
人
、
判
官
代
勘
解
由
次
官
顕
隆
・
散
位
忠
清
・

蔵
人
高
階
為
賢
・
源
家
時
〈
皆
布
衣
〉。

上
達
部
船
、
新
大
納
言
〈
家
忠
〉、
右
衛
門
督
〈
公
実
〉、
藤
中
納
言
〈
基
忠
〉、

新
中
納
言
〈
通
俊
〉、
江
中
納
言
〈
匡
房
〉、
左
宰
相
中
将
〈
仲
実
〉、
右
衛
門
督

〈
雅
俊
〉、
中
宮
権
大
夫
〈
能
実
〉。
以
武
者
所
四
人
為
船
指
〈
布
衣
〉。
殿
上
人

船
、
頭
中
将
国
信
朝
臣
、
四
十
人
許
皆
布
衣
。
此
外
御
随
身
、
副
小
船
前
行
。

上
達
部
の
船
、
新
大
納
言
〈
家
忠
〉、
右
衛
門
督
〈
公
実
〉、
藤
中
納
言
〈
基

忠
〉、
新
中
納
言
〈
通
俊
〉、
江
中
納
言
〈
匡
房
〉、
左
宰
相
中
将
〈
仲
実
〉、
右

衛
門
督
〈
雅
俊
〉、
中
宮
権
大
夫
〈
能
実
〉。
武
者
所
の
四
人
を
以
つ
て
船
指
と

為
す
〈
布
衣
〉。
殿
上
人
の
船
、
頭
中
将
国
信
朝
臣
、
四
十
人
許
り
皆
布
衣
。

此
の
外
に
御
随
身
、
小
船
に
副
ひ
て
前
行
す
。

先
於
御
船
有
御
遊
。
藤
大
納
言
〈
拍
子
〉、
帥
大
納
言
〈
琵
琶
〉、
左
大
将

〈
箏
〉、
宰
相
中
将
〈
笛
〉、
宗
忠
〈
笙
〉、
有
賢
〈
和
琴
〉、
皇
大
后
宮
権
大
夫

政
長
朝
臣
付
歌
。
先
双
調
、
紀
伊
州
、
席
田
、
鳥
破
・
急
。
平
調
、
大
平
楽
破
、

伊
勢
海
、
廻
忽
、
五
常
楽
急
。
帥
大
納
言
朗
詠
。
盤
渉
調
、
秋
風
楽
三
帖
、
青
海

波
、
蘇
香
急
。
各
及
数
反
。

先
づ
御
船
に
お
い
て
御
遊
有
り
。
藤
大
納
言
〈
拍
子
〉、
帥
大
納
言
〈
琵
琶
〉、

左
大
将
〈
箏
〉、
宰
相
中
将
〈
笛
〉、
宗
忠
〈
笙
〉、
有
賢
〈
和
琴
〉、
皇
大
后
宮

き

の
く
に

む
し
ろ
だ

権
大
夫

び
に
政
長
朝
臣
付
歌
。
先
づ
双
調
、
紀
伊
州
、
席
田
、
鳥
の
破
・

急
。
平
調
、
大
平
楽
の
破
、
伊
勢
海
、
廻
忽
、
五
常
楽
の
急
。
帥
大
納
言
朗

詠
。
盤
渉
調
、
秋
風
楽
三
帖
・
青
海
波
・
蘇
香
の
急
。
各
お
の
数
反
に
及
ぶ
。

（
注
）

＊

于
時
雲
収
天
末
、
月
明
池
上
。
糸
竹
之
調
、
興
入
幽
玄
。
此
間
棹
小
船
。
但
馬
守

隆
時
朝
臣
・
甲
斐
守
行
実
朝
臣
供
御
膳
〈
牙
盤
六
前
。
有
打
敷
、
肴
物
〉。
諸
卿

伝
取
供
之
。
次
第
乍
在
座
取
上
也
。
中
宮
大
夫
被
候
陪
膳
。
公
卿
衝
重
、
便
居
船

之
縁
。
御
盃
則
給
大
殿
、
大
殿
指
左
大
臣
、
左
大
臣
指
関
白
、
次
第
巡
流
、
及
二

献
。
公
卿
船
、
朗
詠
数
度
。

夜
及
三
半
従
御
船
令
上
給
了
。

時
に
雲
天
末
に
収
ま
り
、
月
池
上
に
明
か
な
り
。
糸
竹
の
調
べ
、
興
幽
玄

に
入
る
。
此
の
間
小
船
に
棹
さ
す
。
但
馬
守
隆
時
朝
臣
・
甲
斐
守
行
実
朝
臣
御

膳
を
供
す
〈
牙
盤
六
前
。
打
敷
、
肴
物
有
り
〉。
諸
卿
伝
へ
取
り
て
供
す
。
次

第
に
座
に
在
り
乍
ら
取
り
上
ぐ
る
な
り
。
中
宮
大
夫
陪
膳
に
候
せ
ら
る
。
公
卿

つ
い
が
さ
ね

の
衝
重
、
便
は
ち
船
に
居
る
縁
な
り
。
御
盃
は
則
ち
大
殿
に
給
ひ
、
大
殿
左

一
四
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公
卿
の

大
臣
に
指
し
、
左
大
臣
関
白
に
指
す
。
次
第
に
巡
流
し
、
二
献
に
及
ぶ
。
夜
三

船
、
朗
詠
数
度
。

半
に
及
び
て
、御
船
従
り
上
が
ら
し
め
給
ひ
了
り
ぬ
。

於
女
院
御
方
〈
東
面
〉、
被
講
和
歌
。
題
云
、
翫
池
上
月
。
序
題
帥
、
予
勤
仕
講

師
、
左
大
臣
為
読
師
。
講
大
納
言
歌
了
後
、
頃
而
頗
遅
遅
。
是
左
大
臣
与
関
白
殿

歌
次
第
之
事
也
。
依
大
殿
命
、
先
講
関
白
殿
歌
。
次
左
大
臣
、
次
大
殿
。
此
間
女

房
従
簾
中
、
被
出
三
首
歌
。
書
薄
様
三
重
、
被
置
扇
上
〈
扇
銀
骨
、
画
図
殊
妙
〉。

同
講
之
。
皆
以
秀
歌
也
。
人
々
感
歎
。
爰
従
簾
中
給
御
製
於
関
白
、
関
白
伝
献
大

殿
。
便
宜
也
。
大
殿
令
気
色
。
講
師
起
座
、
撤
臣
下
歌
、
召
新
中
納
言
通
俊
卿
被

講
御
製
。
誠
以
優
妙
也
。
不
足
嗟
歎
、
満
座
諷
詠
。
及
暁
更
各
々
分
散
。

女
院
の
御
方
〈
東
面
〉
に
お
い
て
、
和
歌
を
講
ぜ
ら
る
。
題
に
云
ふ
、「
池
上

の
月
を
翫
ぶ
」
と
。
序
題
は
帥
、
予
講
師
を
勤
仕
し
、
左
大
臣
読
師
と
為
る
。

し
ば
ら
く

大
納
言
の
歌
を
講
じ
了
り
し
後
、
頃
而
す
る
も
頗
ぶ
る
遅
遅
た
り
。
是
れ
左
大

臣
と
関
白
殿
と
の
歌
の
次
第
の
事
な
り
。
大
殿
の
命
に
依
り
て
、
先
づ
関
白
殿

の
歌
を
講
ず
。
次
に
左
大
臣
、
次
に
大
殿
。
此
の
間
女
房
簾
中
従
り
、
三
首

の
歌
を
出
さ
る
。
薄
様
三
重
に
書
き
、
扇
の
上
に
置
か
る
〈
扇
は
銀
の
骨
、
画

図
殊
に
妙
な
り
〉。
同
じ
く
之
を
講
ず
。
皆
以
つ
て
秀
歌
な
り
。
人
々
感
歎
す
。

爰
に
簾
中
従
り
御
製
を
関
白
に
給
ひ
、
関
白
大
殿
に
伝
へ
献
る
。
便
宜
な
り
。

大
殿
気
色
せ
し
む
。
講
師
座
を
起
ち
、
臣
下
の
歌
を
撤
り
、
新
中
納
言
通
俊
卿

を
召
し
て
御
製
を
講
ぜ
ら
る
。
誠
に
以
つ
て
優
妙
な
り
。
嗟
歎
す
る
に
足
ら

ず
、
満
座
諷
詠
す
。
暁
更
に
及
び
て
各
お
の
分
散
す
。

＊

（
注
）「
于
時
雲
収
天
末
、
月
明
池
上
」
に
つ
い
て
は
、
語
釈
「
月
因
水
添
光
」
の
項
を

参
照
。
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